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温暖化の食料生産影響と風土・環境保全－日本・アジアにおける事例と
展望

Global warming impacts on food production and environmental
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地球温暖化の農業・食料生産への影響を考える上では，各地域に特有の自然条件はもちろん，経
済事情にも基づく人々の生産動機や消費性向の変化も含めた広い意味での‘風土’を考える必要
がある。日本のコメ生産への温暖化影響に関しては，気温上昇が3℃程度までは，主産地である
北日本地域で冷害の危険性が減少することと，いわゆるCO2施肥効果によるバイオマス量増加の
ため，収量増加傾向が続くとの推定がある。いっぽうで，コメ品質の指標となる一等米比率は西
日本を中心に既に急落しており，将来予測においても，高温条件下での寡照の影響を受けたさら
なる品質低下が懸念されている。
ベトナム・メコンデルタ地域の稲作においては，自然条件では後背地での洪水氾濫と沿岸部での
塩水遡上が食料確保と輸出に関する懸念事項である。本所で構築した河川－水収支－イネ生長モ
デルに気候変化シナリオを入力した予備的な解析では，降水量の減少にもかかわらず上流からの
河川流量増加のための氾濫により収穫面積が減少する上に，高温による収量減が加わるという極
端な予測結果も見られた。このメコンデルタ地域における食料生産においては，他にも水田から
エビ養殖地への転換において，水環境の汚染やエビ価格の乱高下などの環境・経済問題も指摘さ
れ始めている。
本発表ではこのほか，日本向け輸出を目論むとされる中国東北部，ならびにいまなお天水田稲作
が続く東北タイなど，農業環境技術研究所が取り組む他のモンスーンアジア地域における農業環
境問題に関する研究の現状も紹介する。
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